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こ
の
度
、
西
前
理
事
長
の
退
任

に
伴
い
第
９
代
理
事
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
柳
谷
章
二
で
す
。

　
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る
べ
く

全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
度
の
国
内
及
び
青
森
県
の

経
済
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
の
影
響
で
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
食
糧
価
格
の
高
騰
や
円
安
の

進
行
に
よ
る
物
価
高
に
よ
り
、
家

計
や
企
業
が
深
刻
な
影
響
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

こ
こ
最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社

会
経
済
活
動
の
正
常
化
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
当
卸
セ

ン
タ
ー
は
北
東
北
の
流
通
拠
点
と

し
て
、
昨
年
は
組
合
創
立
55
周
年

を
迎
え
て
、
正
に
地
域
経
済
の
エ

ン
ジ
ン
と
し
て
の
重
要
な
役
割
が

増
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
当
卸
セ
ン
タ
ー
は
定
款
の
目
的

で
あ
る
「
組
合
員
の
自
主
的
な
経

済
活
動
を
促
進
し
、
か
つ
そ
の
経

済
的
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
」

に
努
め
る
中
、
こ
れ
ま
で
掲
げ
て

き
た
三
つ
の
事
業
「
経
済
的
価
値

創
造
事
業
」「
社
会
的
価
値
創
造

事
業
」「
文
化
的
価
値
創
造
事
業
」

を
柱
と
し
て
持
続
可
能
な
団
地
運

営
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
（
工
藤
支
部
長
）
が
２
０
２
３

年
４
月
14
日
を
も
っ
て
創
立
50
周

年
を
迎
え
た
。　

　
同
支
部
は
「
交
通
の
安
全
を
保

持
し
、
会
員
相
互
の
連
絡
と
交
通

事
故
防
止
の
た
め
、
交
通
安
全
の

健
全
な
る
発
達
を
図
る
こ
と
」
を

目
的
に
１
９
７
３
年
４
月
14
日
に

創
設
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
交
通
安
全
街
頭
指

導
や
無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー

ル
、
安
全
運
転
講
習
会
の
開
催
等

で
安
全
運
転
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て

き
た
ほ
か
、
交
通
診
断
を
定
期
的

に
開
催
し
、
関
係
機
関
の
協
力
を

得
て
様
々
な
事
故
防
止
対
策
が
講

じ
ら
れ
る
な
ど
交
通
事
故
防
止
に

努
め
て
き
た
。

　
今
年
度
は
創
立
50
周
年
を
記
念

し
て
記
念
式
典
を
開
催
す
る
ほ

か
、
交
通
遺
児
へ
の
寄
付
や
近
隣

小
学
校
へ
の
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
の

寄
贈
、無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー

ル
参
加
促
進
事
業
等
を
計
画
し
て

い
る
。　

で
発
生
、
６
件
が
自
社
敷
地
内
も

し
く
は
駐
車
場
内
で
の
事
故
だ
っ

た
。

　
同
支
部
で
は
、
問
屋
町
内
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
万
日
達
成
（
達

成
予
定
日
２
０
２
５
年
３
月
14

日
）
に
向
け
、
本
調
査
結
果
を
参

考
に
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
て

い
く
。

営
を
担
っ
て
き
た
。
対
外
的
に
も

青
森
経
済
同
友
会
代
表
幹
事
や
青

森
県
交
通
安
全
協
会
会
長
な
ど
数

多
く
の
団
体
の
要
職
も
歴
任
し
、

地
域
経
済
全
体
の
牽
引
役
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
。

　
第
２
回
理
事
会
で
は
柳
谷
新
理

事
長
の
選
任
の
ほ
か
、
空
席
と
な

っ
た
副
理
事
長
の
選
任
も
審
議
さ

れ
、石
田
理
事（
㈱
ゆ
う
ネ
ッ
ト
）

が
選
ば
れ
た
。
柳
谷
理
事
長
、
佐

治
副
理
事
長
（
㈱
プ
リ
モ
）、
石

田
副
理
事
長
、
赤
坂
専
務
理
事
の

新
三
役
に
よ
る
舵
取
り
で
、
問
屋

町
の
更
な
る
躍
進
が
期
待
さ
れ

る
。

や
組
合
員
の
求
人
活
動
支
援
な
ど

で
問
屋
町
の
価
値
向
上
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

は
、
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種
の
陣
頭

指
揮
を
と
り
、
い
ち
早
い
接
種
を

実
現
さ
せ
る
な
ど
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
き
た
。
今
般
、
任

期
途
中
で
は
あ
る
が
、
自
身
の
市

長
選
出
馬
の
た
め
当
組
合
の
理
事

長
を
辞
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
柳
谷
新
理
事
長
は
２
０
１
２
年

に
当
組
合
の
理
事
に
就
任
、
２
０

１
３
年
７
月
か
ら
は
副
理
事
長
と

し
て
西
前
理
事
長
と
共
に
組
合
運

　
５
月
９
日
（
火
）
に
問
屋
町
会

館
１
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
第

２
回
理
事
会
に
お
い
て
、
西
前
理

事
長
の
退
任
に
伴
う
新
理
事
長
の

選
任
が
審
議
さ
れ
、
柳
谷
副
理
事

長（
㈱
マ
ツ
ダ
ア
ン
フ
ィ
ニ
青
森
）

が
新
理
事
長
に
選
任
さ
れ
た
。

　
西
前
理
事
長
は
、
２
０
１
４
年

２
月
か
ら
９
年
間
理
事
長
を
務

め
、
役
員
と
し
て
は
２
０
０
１
年

か
ら
23
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
問

屋
町
の
発
展
に
尽
力
。
団
地
再
整

備
の
推
進
や
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
の
立
ち
上
げ
、
健
康
事
業

第９代理事長　柳谷　章二　氏

　一
面
で
既
報
の
と
お
り
西

前
理
事
長
の
退
任
に
伴
う
正

副
理
事
長
の
変
更
が
あ
り
、

第
９
代
理
事
長
に
柳
谷
章
二

氏
、
新
副
理
事
長
に
石
田

憲
久
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
新
体
制
で
も
こ
れ

ま
で
同
様
、
組
合
員
の
支
援
に
つ

な
が
る
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
▼
さ
て
、
今
年
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
曜
日
の
並
び
も

よ
く
、
大
型
連
休
を
満
喫
し
た
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
青
森
港
に

は
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
も
寄
港
し
て
い

た
の
で
海
外
か
ら
の
観
光
客
も
見

受
け
ら
れ
、
観
光
地
は
ど
こ
も
賑

わ
って
い
ま
し
た
。
や
っ
と
こ
こ
ま
で

来
た
ん
だ
な
ぁ
と
嬉
し
く
思
い
ま

す
▼
そ
う
は
いっ
て
も
長
か
っ
た
コ
ロ

ナ
時
代
。
３
年
余
り
続
い
た
習
慣

は
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
マ
ス
ク

を
着
用
し
て
い
る
人
や
ア
ク
リ
ル
パ

ネ
ル
も
ま
だ
ま
だ
見
受
け
ら
れ
ま

す
し
、
手
の
消
毒
も
置
い
て
あ
る

と
つ
い
や
って
し
ま
い
ま
す
▼
２
０
２

０
年
市
区
町
村
別
平
均
寿
命
が
発

表
に
な
り
ま
し
た
が
、
青
森
県
は

残
念
な
が
ら
定
位
置
の
ワ
ー
ス
ト
１

位
。
し
か
も
全
国
市
区
町
村
の
ワ

ー
ス
ト
10
位
に
男
性
は
県
内
７
市

町
村
、
女
性
は
６
市
町
村
が
含
ま

れ
、
青
森
県
の
短
命
県
が
浮
き
彫

り
に
な
って
い
ま
す
▼
こ
の
要
因
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
が
ん
検
診
の
受
診

控
え
や
運
動
不
足
と
の
指
摘
も
あ

り
ま
す
。
今
ま
で
と
気
持
ち
を
少

し
切
り
替
え
て
、
旅
行
や
運
動
な

ど
に
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
で

す
ね
。
今
年
こ
そ
妻
を
デ
ィ
ズニ
ー

シ
ー
に
連
れ
て
行
か
な
い
と
（
笑
）

（
小
田
切
）

　
今
回
の
団
地
企
業
訪
問
は
、

㈱
マ
エ
ダ
の
前
田
社
長
に
お
話

を
伺
っ
た
。

　
同
社
は
、
菜
種
油
や
雑
穀
を

扱
う
マ
エ
ダ
雑
穀
店
と
し
て
昭

和
26
年
４
月
に
創
業
。
昭
和
53

年
に
㈱
マ
エ
ダ
百
貨
店
へ
、
平

成
11
年
に
㈱
マ
エ
ダ
へ
商
号
を

変
更
し
、
青
森
県
内
で
安
全
と

健
康
と
豊
か
な
食
生
活
を
実
現

す
る
小
売
業
と
し
て
、
お
客
様

の
た
め
、
従
業
員
の
た
め
に
進

化
を
続
け
て
い
る
。

　
「
当
社
は
、
お
客
様
の
住
居
に

近
い
エ
リ
ア
に
積
極
的
に
出
店

し
て
い
ま
す
。
高
齢
に
な
り
一

人
暮
ら
し
に
な
る
と
出
歩
く
こ

と
も
難
し
く
な
る
の
で
、
そ
の

よ
う
な
方
が
利
用
し
や
す
い
場

所
に
出
店
し
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。
店
舗
に
来
て
い
た
だ

い
た
ら
、
ぜ
ひ
惣
菜
を
手
に
取
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
和
惣
菜
は

厳
選
し
た
昆
布
や
鰹
節
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
い
、
一
番
出
汁
の
み
を
使

用
し
て
お
り
塩
分
が
少
な
い
の
が

特
徴
で
す
。
当

社
は
自
社
工
場

を
４
つ
運
営
し

て
お
り
、
商
品

の
仕
入
・
加
工

を
工
場
内
で
一

括
で
行
う
こ
と

に
よ
る
店
舗
人

員
の
省
力
化
や
コ
ス
ト
削
減
、
徹

底
し
た
温
度
管
理
と
衛
生
管
理
が

行
き
届
い
た
環
境
で
製
造
す
る
こ

と
で
鮮
度
の
良
い
安
心
・
安
全
で

お
い
し
い
商
品
、
新
鮮
な
商
品
を

提
供
す
る
と
い
っ
た
仕
組
み
を
作

っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
と
「
今
年
の
９
月
上
旬
に
は
問

屋
町
に
ス
ー
パ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
問
屋
町
周
辺
に
は
ス
ー
パ

ー
が
な
い
の
で
、
近
隣
住
民
の
方

や
問
屋
町
で
働
い
て
い
る
従
業
員

の
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
で

す
。
ま
た
今
後

は
小
規
模
店
舗

プ
チ
マ
ー
ト
の

出
店
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
た

い
で
す
」
と
力

強
い
。

　
同
氏
の
目
指
す
方
向
性
に
つ
い

て
は
「
今
後
も
会
社
が
存
続
す
る

よ
う
に
経
営
し
て
い
く
こ
と
が
一

つ
の
経
営
方
針
で
す
。
経
営
理
念

が
『
先
行
半
歩　
知
恵
を
出
せ　

力
を
惜
し
む
な　
行
動
せ
よ
』
で
、

半
歩
で
い
い
か
ら
努
力
を
す
る
よ

う
に
と
社
員
に
は
伝
え
て
い
ま

す
。
社
員
と
の
交
流
も
コ
ロ
ナ

禍
で
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

各
地
区
で
の
目
標
発
表
会
と
懇

親
会
を
今
年
か
ら
復
活
さ
せ
ま

す
」
と
話
す
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
話
が
及
ぶ
と

「
趣
味
は
山
登
り
で
す
。
む
つ
と

青
森
の
山
岳
会
に
所
属
し
て
い

て
、
週
１
回
、
年
間
50
回
ペ
ー
ス

で
登
っ
て
い
ま
す
。
仲
間
数
人
で

登
る
こ
と
も
あ
れ
ば
一
人
の
時
も

あ
り
ま
す
。
最
近
は
八
甲
田
山
に

よ
く
行
き
ま
す
。
青
森
県
も
近
隣

の
県
の
よ
う
に
登
山
道
が
も
う
少

し
整
備
さ
れ
れ
ば
い
い
な
と
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
笑
う
。

　
好
き
な
言
葉
は「
正
直
、親
切
、

愉
快
で
す
。
何
事
に
も
正
直
、
親

切
に
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
け
た

ら
い
い
で
す
ね
」
と
締
め
く
く
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　  （
72
歳
）

㈱マエダ
代表取締役社長

　
青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
が
会
員
を
対
象
に
２
０
２
２
年

度
の
交
通
事
故
実
態
調
査
を
実
施

し
、
そ
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
っ

た
。

　
全
１
４
３
社
か
ら
回
答
を
得
た

調
査
の
結
果
、
無
事
故
（
加
害
事

故
件
数
０
件
）
会
員
事
業
所
は
１

１
９
社
・
83
％
で
あ
っ
た
。
加
害

事
故
件
数
は
51
件
と
前
年
度
か
ら

５
件
減
少
、
被
害
事
故
も
前
年
度

か
ら
14
件
減
少
し
て
25
件
で
あ
っ

た
。

　
加
害
事
故
発
生
要
因
で
最
多
と

な
っ
た
の
は
「
前
方
不
注
意
」
の

18
件
で
、「
後
方
不
注
意
」、「
右

左
折
時
の
不
確
認
」
の
二
つ
も
含

め
る
と
確
認
不
足
を
要
因
と
す
る

事
故
が
全
体
の
75
％
を
占
め
る
結

果
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
事
故
発
生
時
期
の
調
査

で
は
、
最
多
月
と
な
っ
た
の
が
１

月
で
全
体
の
24
％
を
占
め
、
前
年

度
か
ら
７
％
増
加
。
１
月
の
大
雪

が
事
故
発
生
に
影
響
し
た
と
思
わ

れ
る
。

　
問
屋
町
内
に
お
け
る
事
故
発
生

箇
所
に
つ
い
て
は
、
回
答
い
た
だ

い
た
７
件
の
う
ち
１
件
が
交
差
点

問屋町内の交通事故発生箇所

交
通
事
故
実
態
調
査
ま
と
ま
る

安
協
問
屋
町
支
部







































































青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町

支
部
が
創
立
50
周
年
を
迎
え
る

前田　惠三 氏

団
地
企
業
訪
問

目
標
に
し
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
で
は

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
ホ
ー
ム
戦

に
限
り
問
屋
町
の
組
合
員
限
定
で

無
料
招
待
を
実
施
。
観
戦
希
望
の

　
問
屋
町
に
ク
ラ
ブ
オ
フ
ィ
ス
を

構
え
る
ラ
イ
ン
メ
ー
ル
青
森
Ｆ
Ｃ

は
、Ｊ
Ｆ
Ｌ
か
ら
Ｊ
３
へ
の
昇
格

を
目
指
し
て
奮
闘
中
で
あ
る
。
今

シ
ー
ズ
ン
は
昇
格
条
件
が
厳
し
く

な
り
、
年
間
順
位
２
位
以
内
、
ま

た
２
位
チ
ー
ム
は
Ｊ
３
の
チ
ー
ム

と
の
入
れ
替
え
戦
に
勝
利
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
同
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
は

新
青
森
県
総
合
運
動
公
園
内
の
カ

ク
ヒ
ロ
グ
ル
ー
プ
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

ス
タ
ジ
ア
ム
も
し
く
は
球
技
場
で

開
催
さ
れ
て
お
り
、
ホ
ー
ム
戦
の

１
試
合
平
均
入
場
者
数
２
千
人
を

方
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
専
用

サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ

く
か
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ン
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
問
屋
町
か
ら
Ｊ
リ
ー
グ
入
り
を

目
指
す
ラ
イ
ン
メ
ー
ル
青
森
Ｆ
Ｃ

に
、
ぜ
ひ
と
も
熱
い
声
援
を
送
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

申込サイトQRコード

ラインメール青森FC
©Rein Meer Aomori FC

新
理
事
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

ラ
イ
ン
メ
ー
ル
青
森
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ム
戦
ご
招
待






































































































































































柳
谷
副
理
事
長
を
新
理
事
長
に
選
任

第
２
回
理
事
会
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昨年のボランティア隊の活動の様子

４
月

10
日
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
昼
食

会

12
日
▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

絡
会
昼
食
会

13
日
▽
第
１
回
問
屋
町
合
同
清
掃

17
日
▽
金
融
審
査
会

19
日
▽
第
１
回
三
役
会

20
日
▽
第
１
回
労
務
対
策
委
員
会

24
日
▽
第
１
回
監
査
会

25
日
▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

絡
会
第
１
回
幹
事
会

26
日
▽
第
１
回
理
事
会

　
　
▽
青
森
卸
セ
ン
タ
ー
㈱
第
１

回
取
締
役
会

　
　
▽
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
第
１

回
取
締
役
会

27
日
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
第
１

回
役
員
会

▽
新
規
採
用

　
業
務
部
業
務
課　
後
藤　
康
生

（
４
月
１
日
付
）

緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

隊
員
募
集

高
度
化
事
業
制
度
の
ご
紹
介

２
０
２
２
年
度
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
実
績

過
去
最
多
と
な
る
２
４
８
名

が
参
加

問
屋
町
合
同
清
掃

総 合 食 品 卸

　
今
年
度
１
回
目
と
な
る
問
屋
町

合
同
清
掃
が
４
月
13
日
（
木
）
に

行
わ
れ
、
組
合
員
及
び
近
隣
企
業

か
ら
２
４
８
名
が
参
加
。
２
０
１

６
年
４
月
に
記
録
し
た
２
３
９
名

を
更
新
し
、
過
去
最
多
と
な
る
参

加
者
数
を
記
録
し
た
。

　
２
０
０
２
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
当
清
掃
活
動
は
今
年
で
22
年

目
を
迎
え
る
。
組
合
員
及
び
近
隣

企
業
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
当
初
50
名
程
度
の
参
加
か
ら

年
々
参
加
者
が
増
え
、
２
０
１
４

年
度
か
ら
は
毎
回
２
０
０
名
を
超

え
る
参
加
者
に
よ
り
団
地
内
の
景

観
美
化
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
は
じ
め
て
参

加
し
た
が
参
加
さ
れ
て
い
る
人
数

の
多
さ
に
び
っ
く
り
し
た
」「
同

じ
エ
リ
ア
で
働
く
方
た
ち
と
挨
拶

を
交
わ
し
な
が
ら
清
掃
活
動
が
で

き
、朝
か
ら
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
組
合
で
は
現
在
、
街
並
・
景
観

整
備
の
一
環
と
し
て
、
団
地
内
の

美
化
緑
化
推
進
運
動
に
取
り
組
む

「
問
屋
町
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
」

の
隊
員
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

　
同
隊
は
２
０
０
６
年
に
発
足
し
、

今
年
で
結
成
18
年
目
を
迎
え
る
。

隊
の
活
動
は
６
月
か
ら
10
月
の
間
、

月
１
回
程
度
、
日
曜
日
の
午
前
中

に
、
組
合
管
理
地
へ
の
花
苗
植
栽

や
幹
線
及
び
枝
線
道
路
の
街
路
樹

剪
定
、
除
草
な
ど
に
取
り
組
む
。

作
業
に
必
要
な
道
具
等
は
全
て
用

意
し
て
お
り
、
小
さ
な
お
子
様
で

も
で
き
る
作
業
も
あ
る
の
で
、
ご

家
族
で
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
申
込
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て

い
る
。
お
問
い
合
わ
せ
は
卸
セ
ン

タ
ー
業
務
部
（
堀
内
）
ま
で
。

　
当
卸
団
地
の
創
立
か
ら
55
年
が

過
ぎ
、
第
二
問
屋
町
も
造
成
か
ら

40
年
近
く
が
経
過
し
て
お
り
、
組

合
及
び
組
合
員
施
設
は
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
事
業
環
境

の
変
化
に
伴
う
既
存
施
設
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
も
求
め
ら
れ
、
建
て

替
え
及
び
改
築
の
時
期
を
迎
え
て

い
る
。
そ
の
際
、
活
用
で
き
る
の

が
高
度
化
資
金
貸
付
制
度
で
あ
る
。

　
同
制
度
は
、
中
小
企
業
が
集
積

す
る
卸
団
地
等
に
お
い
て
、
組
合

や
中
小
企
業
が
設
備
投
資
に
必
要

な
資
金
を
都
道
府
県
と
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
（
以
下
、
中
小
機

構
）
が
財
源
を
出
し
合
い
、
事
業

計
画
等
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
な
が
ら
、
長
期
・
低
利
で
融

資
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
制
度
で
は
、
設
備
投
資
額
の

80
％
を
、
20
年
間
固
定
利
率
（
２

０
２
３
年
度
０
・
６
％
）
で
利
用

で
き
る
。
制
度
の
利
用
は
中
小
企

業
に
限
ら
れ
る
が
、
問
屋
町
内
に

お
い
て
新
社
屋
を
建
設
す
る
場
合

や
既
存
施
設
の
増
改
築
で
利
用
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
制
度
を
利
用
す
る
際
は
、
は

じ
め
に
都
道
府
県
よ
り
事
業
計
画

等
に
つ
い
て
診
断
・
助
言
を
受
け

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
後
、
中
小

機
構
よ
り
事
業
認
定
の
許
可
が
下

り
た
う
え
で
事
業
の
実
施
が
可
能

と
な
る
た
め
、
計
画
の
作
成
に
は

余
裕
を
持
っ
て
臨
ん
で
ほ
し
い
。

　
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
卸
セ
ン
タ
ー
総
務
部
（
五
十

嵐
）
ま
で
。

リサイクル回収実績（2001～2022年度）

問屋町合同清掃

　
理
事
会
終
了
後
に
は
、
青
森
卸

セ
ン
タ
ー
㈱
の
第
１
回
取
締
役
会

及
び
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
の
第
１

回
取
締
役
会
も
開
か
れ
、
審
議
の

結
果
、
提
出
案
件
全
て
が
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
た
。

に
加
え
、
２
０
０
２
年
度
の
紙
類
リ

サ
イ
ク
ル
回
収
を
皮
切
り
に
、
空
き

缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
木
製
パ
レ
ッ

ト
、パ
ソ
コ
ン
、蛍
光
灯
な
ど
、様
々

な
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
事
業
を
と
お
し

て
組
合
員
の
企
業
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
。
青
森
県
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は

14
・
２
％
（
２
０
２
１
年
度
）
と
全

国
平
均
の
20
％
を
下
回
っ
て
い
る

が
、
問
屋
町
で
は
２
０
１
５
年
度
以

降
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
60
％
以
上
を
維

持
し
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
積
極
的
に
取

り
組
む
組
合
で
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

目
標
達
成
に
つ
な
が
り
、
本
県
の

リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
に
も
寄
与
す

る
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
事
業
を
推
進

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
向
上
の
た

め
の
啓
蒙
活
動
に
も
努
め
る
。

　
２
０
２
２
年
度
に
お
け
る
団
地

内
の
塵
芥
収
集
・
リ
サ
イ
ク
ル
回

収
の
総
回
収
量
は
４
５
１
ｔ
、
そ

の
う
ち
３
０
７
ｔ
を
リ
サ
イ
ク
ル

回
収
が
占
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
回
収

率
（
総
排
出
量
に
占
め
る
各
種
リ

サ
イ
ク
ル
回
収
量
合
計
の
割
合
）

が
68
・
１
％
と
７
割
に
迫
る
結
果

と
な
っ
た
。

　
組
合
で
は
一
般
ご
み
の
個
別
収
集

　
２
０
２
３
年
度
第
１
回
理
事
会

が
４
月
26
日
（
水
）
に
問
屋
町
会

館
で
開
か
れ
、
審
議
の
結
果
、
全

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
２
０
２

２
年
度
塵
芥
収
集
等
の
回
収
実
績

な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。　

　
主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お
り

案
件
一
．
労
務
対
策
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

案
件
二
．
第
56
回
通
常
総
会
の
開

催
方
法
及
び
提
出
案
件
に
つ
い
て

案
件
三
．
２
０
２
３
年
度
第
２
回

理
事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

【高度化事業制度の概要】
 ①利用対象　中小企業
 ②貸付期間　最長20年以内
 ③貸付金利　0.60％固定（2023年度）
 ④貸付割合　貸付対象事業費の80％以内
 ⑤貸付対象　問屋町内における土地・建物・
 　　　　　　構築物等の取得費、既存施設の
 　　　　　　増改築、改修費など

４
年
ぶ
り
と
な
る
問
屋
町
納
涼

パ
ー
ティ
ー
の
開
催
な
ど
承
認

第
１
回
理
事
会

　
前
号
に
引
き
続
き
、
日
本
銀
行

青
森
支
店
の
武
藤
支
店
長
に
よ
る

経
済
雑
感
を
お
送
り
す
る
。

　
前
回
は
青
森
県
の
魅
力
に
つ
い

て
雑
感
を
記
し
た
が
、
経
済
の
面

で
は
、
当
地
で
も
昨
年
来
の
物
価

高
騰
と
い
う
逆
風
に
晒
さ
れ
て
お

り
、
当
県
企
業
経
営
者
の
負
担
は

か
な
り
重
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
わ
が
国
で
生
じ
た

物
価
上
昇
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

海
外
か
ら
の
輸
入
物
価
の
上
昇
に

起
因
す
る
、
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型

の
物
価
上
昇
で
あ
っ
た
。
当
県
で

は
特
に
、
輸
入
原
材
料
を
仕
入
れ

て
生
産
活
動
を
行
い
、
国
内
向
け
に

販
売
活
動
を
行
う
内
需
型
の
中
小
企

業
が
多
い
た
め
、
現
在
の
よ
う
な
環

境
で
は
、
収
益
面
で
大
き
な
マ
イ
ナ

ス
が
生
じ
て
し
ま
う
。
為
替
円
安
の

メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る
輸
出
志
向
型

の
大
企
業
と
は
大
き
く
状
況
が
異
な

っ
て
い
る
。

　
原
材
料
価
格

の
高
騰
を
自
社

の
販
売
価
格
に

転
嫁
で
き
れ
ば
、

収
益
の
圧
迫
は

軽
減
さ
れ
る
だ

ろ
う
が
、
現
実

に
は
、
価
格
転
嫁
を
十
分
に
行
え
る

企
業
は
多
く
は
な
い
。
企
業
に
よ
っ

て
は
、需
要
者
や
取
引
先
と
の
関
係
、

あ
る
い
は
制
度
面
の
問
題
か
ら
価
格

転
嫁
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
長
ら
く
物
価
上
昇
を
経
験

し
て
こ
な
か
っ
た
わ
が
国
で
は
、
値

上
げ
を
行
う
慣
行
が
確
立
さ
れ
て
い

な
い
面
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
の
も
と
で

は
あ
る
が
、
足
も
と
で
は
人
手
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
や
、
物
価

高
の
も
と
で
従
業
員
の
生
活
保
障
の

観
点
か
ら
、
賃
上
げ
の
必
要
性
が
叫

ば
れ
て
い
る
。

現
在
行
わ
れ
て

い
る
春
闘
の
労

使
交
渉
で
は
、

大
企
業
を
中
心

に
、
約
30
年
ぶ

り
の
高
水
準
と

な
る
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
が
実
現
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
経
済
の
好
循
環
を
生
む
た
め
に

は
、
賃
金
上
昇
が
生
じ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
収
益
面

で
余
力
の
あ
る
企
業
が
ま
ず
賃
上
げ

を
行
う
こ
と
は
、
経
済
全
体
と
し
て

み
る
と
、望
ま
し
い
動
き
と
い
え
る
。

も
っ
と
も
、
現
在
生
じ
て
い
る
物

価
上
昇
が
、
国
内
需
要
の
強
さ
に

起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
輸
入
原
材
料
コ
ス
ト
の
上
昇

に
起
因
し
て
い
る
点
を
踏
ま
え
る

と
、
す
べ
て
の
企
業
が
一
律
に
賃

上
げ
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ

う
。

　
日
本
銀
行
が
目
指
し
て
い
る

「
賃
金
上
昇
を
伴
う
物
価
上
昇
」

と
は
、
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
、
国
内
需
要
の
面

か
ら
好
循
環
が
生
ま
れ
、
多
く
の

企
業
が
賃
上
げ
の
原
資
を
確
保
で

き
る
状
況
を
指
す
。
そ
の
点
を
踏

ま
え
る
と
、や
は
り
大
事
な
の
は
、

今
後
、
景
気
回
復
の
足
取
り
が
よ

り
確
か
な
も
の
に
な
る
こ
と
で
あ

る
。
当
県
で
今
後
、
そ
の
よ
う
な

状
況
が
生
ま
れ
る
か
ど
う
か
、
こ

こ
か
ら
が
正
念
場
で
あ
る
。（

完
）

日本銀行 青森支店
支店長

武藤　一郎 氏

第
一
三
七
回

経
済
雑
感

日
本
銀
行
青
森
支
店

支
店
長

　武
藤

　一
郎

㈿
青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー

新
規
職
員
採
用
の
お
知
ら
せ

今冬の豪雪も、地下水熱の力でしっかり雪を融かしました。
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おかげさまで40周年

青 森 総 合 卸 セ ン タ ー 青 森 総 合 卸 セ ン タ ー2023年5月号 第 634 号 ⑶ 第 634 号 ⑵ 2023年5月号

昨年のボランティア隊の活動の様子

４
月

10
日
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
昼
食

会

12
日
▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

絡
会
昼
食
会

13
日
▽
第
１
回
問
屋
町
合
同
清
掃

17
日
▽
金
融
審
査
会

19
日
▽
第
１
回
三
役
会

20
日
▽
第
１
回
労
務
対
策
委
員
会

24
日
▽
第
１
回
監
査
会

25
日
▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

絡
会
第
１
回
幹
事
会

26
日
▽
第
１
回
理
事
会

　
　
▽
青
森
卸
セ
ン
タ
ー
㈱
第
１

回
取
締
役
会

　
　
▽
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
第
１

回
取
締
役
会

27
日
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
第
１

回
役
員
会

▽
新
規
採
用

　
業
務
部
業
務
課　
後
藤　
康
生

（
４
月
１
日
付
）

緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

隊
員
募
集

高
度
化
事
業
制
度
の
ご
紹
介

２
０
２
２
年
度
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
実
績

過
去
最
多
と
な
る
２
４
８
名

が
参
加

問
屋
町
合
同
清
掃

総 合 食 品 卸

　
今
年
度
１
回
目
と
な
る
問
屋
町

合
同
清
掃
が
４
月
13
日
（
木
）
に

行
わ
れ
、
組
合
員
及
び
近
隣
企
業

か
ら
２
４
８
名
が
参
加
。
２
０
１

６
年
４
月
に
記
録
し
た
２
３
９
名

を
更
新
し
、
過
去
最
多
と
な
る
参

加
者
数
を
記
録
し
た
。

　
２
０
０
２
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
当
清
掃
活
動
は
今
年
で
22
年

目
を
迎
え
る
。
組
合
員
及
び
近
隣

企
業
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
当
初
50
名
程
度
の
参
加
か
ら

年
々
参
加
者
が
増
え
、
２
０
１
４

年
度
か
ら
は
毎
回
２
０
０
名
を
超

え
る
参
加
者
に
よ
り
団
地
内
の
景

観
美
化
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
は
じ
め
て
参

加
し
た
が
参
加
さ
れ
て
い
る
人
数

の
多
さ
に
び
っ
く
り
し
た
」「
同

じ
エ
リ
ア
で
働
く
方
た
ち
と
挨
拶

を
交
わ
し
な
が
ら
清
掃
活
動
が
で

き
、朝
か
ら
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
組
合
で
は
現
在
、
街
並
・
景
観

整
備
の
一
環
と
し
て
、
団
地
内
の

美
化
緑
化
推
進
運
動
に
取
り
組
む

「
問
屋
町
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
」

の
隊
員
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

　
同
隊
は
２
０
０
６
年
に
発
足
し
、

今
年
で
結
成
18
年
目
を
迎
え
る
。

隊
の
活
動
は
６
月
か
ら
10
月
の
間
、

月
１
回
程
度
、
日
曜
日
の
午
前
中

に
、
組
合
管
理
地
へ
の
花
苗
植
栽

や
幹
線
及
び
枝
線
道
路
の
街
路
樹

剪
定
、
除
草
な
ど
に
取
り
組
む
。

作
業
に
必
要
な
道
具
等
は
全
て
用

意
し
て
お
り
、
小
さ
な
お
子
様
で

も
で
き
る
作
業
も
あ
る
の
で
、
ご

家
族
で
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
申
込
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て

い
る
。
お
問
い
合
わ
せ
は
卸
セ
ン

タ
ー
業
務
部
（
堀
内
）
ま
で
。

　
当
卸
団
地
の
創
立
か
ら
55
年
が

過
ぎ
、
第
二
問
屋
町
も
造
成
か
ら

40
年
近
く
が
経
過
し
て
お
り
、
組

合
及
び
組
合
員
施
設
は
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
事
業
環
境

の
変
化
に
伴
う
既
存
施
設
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
も
求
め
ら
れ
、
建
て

替
え
及
び
改
築
の
時
期
を
迎
え
て

い
る
。
そ
の
際
、
活
用
で
き
る
の

が
高
度
化
資
金
貸
付
制
度
で
あ
る
。

　
同
制
度
は
、
中
小
企
業
が
集
積

す
る
卸
団
地
等
に
お
い
て
、
組
合

や
中
小
企
業
が
設
備
投
資
に
必
要

な
資
金
を
都
道
府
県
と
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
（
以
下
、
中
小
機

構
）
が
財
源
を
出
し
合
い
、
事
業

計
画
等
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
な
が
ら
、
長
期
・
低
利
で
融

資
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
制
度
で
は
、
設
備
投
資
額
の

80
％
を
、
20
年
間
固
定
利
率
（
２

０
２
３
年
度
０
・
６
％
）
で
利
用

で
き
る
。
制
度
の
利
用
は
中
小
企

業
に
限
ら
れ
る
が
、
問
屋
町
内
に

お
い
て
新
社
屋
を
建
設
す
る
場
合

や
既
存
施
設
の
増
改
築
で
利
用
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
制
度
を
利
用
す
る
際
は
、
は

じ
め
に
都
道
府
県
よ
り
事
業
計
画

等
に
つ
い
て
診
断
・
助
言
を
受
け

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
後
、
中
小

機
構
よ
り
事
業
認
定
の
許
可
が
下

り
た
う
え
で
事
業
の
実
施
が
可
能

と
な
る
た
め
、
計
画
の
作
成
に
は

余
裕
を
持
っ
て
臨
ん
で
ほ
し
い
。

　
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
卸
セ
ン
タ
ー
総
務
部
（
五
十

嵐
）
ま
で
。

リサイクル回収実績（2001～2022年度）

問屋町合同清掃

　
理
事
会
終
了
後
に
は
、
青
森
卸

セ
ン
タ
ー
㈱
の
第
１
回
取
締
役
会

及
び
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
の
第
１

回
取
締
役
会
も
開
か
れ
、
審
議
の

結
果
、
提
出
案
件
全
て
が
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
た
。

に
加
え
、
２
０
０
２
年
度
の
紙
類
リ

サ
イ
ク
ル
回
収
を
皮
切
り
に
、
空
き

缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
木
製
パ
レ
ッ

ト
、パ
ソ
コ
ン
、蛍
光
灯
な
ど
、様
々

な
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
事
業
を
と
お
し

て
組
合
員
の
企
業
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
。
青
森
県
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は

14
・
２
％
（
２
０
２
１
年
度
）
と
全

国
平
均
の
20
％
を
下
回
っ
て
い
る

が
、
問
屋
町
で
は
２
０
１
５
年
度
以

降
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
60
％
以
上
を
維

持
し
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
積
極
的
に
取

り
組
む
組
合
で
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

目
標
達
成
に
つ
な
が
り
、
本
県
の

リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
に
も
寄
与
す

る
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
事
業
を
推
進

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
向
上
の
た

め
の
啓
蒙
活
動
に
も
努
め
る
。

　
２
０
２
２
年
度
に
お
け
る
団
地

内
の
塵
芥
収
集
・
リ
サ
イ
ク
ル
回

収
の
総
回
収
量
は
４
５
１
ｔ
、
そ

の
う
ち
３
０
７
ｔ
を
リ
サ
イ
ク
ル

回
収
が
占
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
回
収

率
（
総
排
出
量
に
占
め
る
各
種
リ

サ
イ
ク
ル
回
収
量
合
計
の
割
合
）

が
68
・
１
％
と
７
割
に
迫
る
結
果

と
な
っ
た
。

　
組
合
で
は
一
般
ご
み
の
個
別
収
集

　
２
０
２
３
年
度
第
１
回
理
事
会

が
４
月
26
日
（
水
）
に
問
屋
町
会

館
で
開
か
れ
、
審
議
の
結
果
、
全

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
２
０
２

２
年
度
塵
芥
収
集
等
の
回
収
実
績

な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。　

　
主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お
り

案
件
一
．
労
務
対
策
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

案
件
二
．
第
56
回
通
常
総
会
の
開

催
方
法
及
び
提
出
案
件
に
つ
い
て

案
件
三
．
２
０
２
３
年
度
第
２
回

理
事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

【高度化事業制度の概要】
 ①利用対象　中小企業
 ②貸付期間　最長20年以内
 ③貸付金利　0.60％固定（2023年度）
 ④貸付割合　貸付対象事業費の80％以内
 ⑤貸付対象　問屋町内における土地・建物・
 　　　　　　構築物等の取得費、既存施設の
 　　　　　　増改築、改修費など

４
年
ぶ
り
と
な
る
問
屋
町
納
涼

パ
ー
ティ
ー
の
開
催
な
ど
承
認

第
１
回
理
事
会

　
前
号
に
引
き
続
き
、
日
本
銀
行

青
森
支
店
の
武
藤
支
店
長
に
よ
る

経
済
雑
感
を
お
送
り
す
る
。

　
前
回
は
青
森
県
の
魅
力
に
つ
い

て
雑
感
を
記
し
た
が
、
経
済
の
面

で
は
、
当
地
で
も
昨
年
来
の
物
価

高
騰
と
い
う
逆
風
に
晒
さ
れ
て
お

り
、
当
県
企
業
経
営
者
の
負
担
は

か
な
り
重
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
わ
が
国
で
生
じ
た

物
価
上
昇
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

海
外
か
ら
の
輸
入
物
価
の
上
昇
に

起
因
す
る
、
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型

の
物
価
上
昇
で
あ
っ
た
。
当
県
で

は
特
に
、
輸
入
原
材
料
を
仕
入
れ

て
生
産
活
動
を
行
い
、
国
内
向
け
に

販
売
活
動
を
行
う
内
需
型
の
中
小
企

業
が
多
い
た
め
、
現
在
の
よ
う
な
環

境
で
は
、
収
益
面
で
大
き
な
マ
イ
ナ

ス
が
生
じ
て
し
ま
う
。
為
替
円
安
の

メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る
輸
出
志
向
型

の
大
企
業
と
は
大
き
く
状
況
が
異
な

っ
て
い
る
。

　
原
材
料
価
格

の
高
騰
を
自
社

の
販
売
価
格
に

転
嫁
で
き
れ
ば
、

収
益
の
圧
迫
は

軽
減
さ
れ
る
だ

ろ
う
が
、
現
実

に
は
、
価
格
転
嫁
を
十
分
に
行
え
る

企
業
は
多
く
は
な
い
。
企
業
に
よ
っ

て
は
、需
要
者
や
取
引
先
と
の
関
係
、

あ
る
い
は
制
度
面
の
問
題
か
ら
価
格

転
嫁
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
長
ら
く
物
価
上
昇
を
経
験

し
て
こ
な
か
っ
た
わ
が
国
で
は
、
値

上
げ
を
行
う
慣
行
が
確
立
さ
れ
て
い

な
い
面
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
の
も
と
で

は
あ
る
が
、
足
も
と
で
は
人
手
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
や
、
物
価

高
の
も
と
で
従
業
員
の
生
活
保
障
の

観
点
か
ら
、
賃
上
げ
の
必
要
性
が
叫

ば
れ
て
い
る
。

現
在
行
わ
れ
て

い
る
春
闘
の
労

使
交
渉
で
は
、

大
企
業
を
中
心

に
、
約
30
年
ぶ

り
の
高
水
準
と

な
る
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
が
実
現
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
経
済
の
好
循
環
を
生
む
た
め
に

は
、
賃
金
上
昇
が
生
じ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
収
益
面

で
余
力
の
あ
る
企
業
が
ま
ず
賃
上
げ

を
行
う
こ
と
は
、
経
済
全
体
と
し
て

み
る
と
、望
ま
し
い
動
き
と
い
え
る
。

も
っ
と
も
、
現
在
生
じ
て
い
る
物

価
上
昇
が
、
国
内
需
要
の
強
さ
に

起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
輸
入
原
材
料
コ
ス
ト
の
上
昇

に
起
因
し
て
い
る
点
を
踏
ま
え
る

と
、
す
べ
て
の
企
業
が
一
律
に
賃

上
げ
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ

う
。

　
日
本
銀
行
が
目
指
し
て
い
る

「
賃
金
上
昇
を
伴
う
物
価
上
昇
」

と
は
、
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
、
国
内
需
要
の
面

か
ら
好
循
環
が
生
ま
れ
、
多
く
の

企
業
が
賃
上
げ
の
原
資
を
確
保
で

き
る
状
況
を
指
す
。
そ
の
点
を
踏

ま
え
る
と
、や
は
り
大
事
な
の
は
、

今
後
、
景
気
回
復
の
足
取
り
が
よ

り
確
か
な
も
の
に
な
る
こ
と
で
あ

る
。
当
県
で
今
後
、
そ
の
よ
う
な

状
況
が
生
ま
れ
る
か
ど
う
か
、
こ

こ
か
ら
が
正
念
場
で
あ
る
。（

完
）

日本銀行 青森支店
支店長

武藤　一郎 氏

第
一
三
七
回

経
済
雑
感

日
本
銀
行
青
森
支
店

支
店
長

　武
藤

　一
郎

㈿
青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー

新
規
職
員
採
用
の
お
知
ら
せ

今冬の豪雪も、地下水熱の力でしっかり雪を融かしました。
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こ
の
度
、
西
前
理
事
長
の
退
任

に
伴
い
第
９
代
理
事
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
柳
谷
章
二
で
す
。

　
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る
べ
く

全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
度
の
国
内
及
び
青
森
県
の

経
済
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
の
影
響
で
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
食
糧
価
格
の
高
騰
や
円
安
の

進
行
に
よ
る
物
価
高
に
よ
り
、
家

計
や
企
業
が
深
刻
な
影
響
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

こ
こ
最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社

会
経
済
活
動
の
正
常
化
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
当
卸
セ

ン
タ
ー
は
北
東
北
の
流
通
拠
点
と

し
て
、
昨
年
は
組
合
創
立
55
周
年

を
迎
え
て
、
正
に
地
域
経
済
の
エ

ン
ジ
ン
と
し
て
の
重
要
な
役
割
が

増
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
当
卸
セ
ン
タ
ー
は
定
款
の
目
的

で
あ
る
「
組
合
員
の
自
主
的
な
経

済
活
動
を
促
進
し
、
か
つ
そ
の
経

済
的
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
」

に
努
め
る
中
、
こ
れ
ま
で
掲
げ
て

き
た
三
つ
の
事
業
「
経
済
的
価
値

創
造
事
業
」「
社
会
的
価
値
創
造

事
業
」「
文
化
的
価
値
創
造
事
業
」

を
柱
と
し
て
持
続
可
能
な
団
地
運

営
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
（
工
藤
支
部
長
）
が
２
０
２
３

年
４
月
14
日
を
も
っ
て
創
立
50
周

年
を
迎
え
た
。　

　
同
支
部
は
「
交
通
の
安
全
を
保

持
し
、
会
員
相
互
の
連
絡
と
交
通

事
故
防
止
の
た
め
、
交
通
安
全
の

健
全
な
る
発
達
を
図
る
こ
と
」
を

目
的
に
１
９
７
３
年
４
月
14
日
に

創
設
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
交
通
安
全
街
頭
指

導
や
無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー

ル
、
安
全
運
転
講
習
会
の
開
催
等

で
安
全
運
転
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て

き
た
ほ
か
、
交
通
診
断
を
定
期
的

に
開
催
し
、
関
係
機
関
の
協
力
を

得
て
様
々
な
事
故
防
止
対
策
が
講

じ
ら
れ
る
な
ど
交
通
事
故
防
止
に

努
め
て
き
た
。

　
今
年
度
は
創
立
50
周
年
を
記
念

し
て
記
念
式
典
を
開
催
す
る
ほ

か
、
交
通
遺
児
へ
の
寄
付
や
近
隣

小
学
校
へ
の
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
の

寄
贈
、無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー

ル
参
加
促
進
事
業
等
を
計
画
し
て

い
る
。　

で
発
生
、
６
件
が
自
社
敷
地
内
も

し
く
は
駐
車
場
内
で
の
事
故
だ
っ

た
。

　
同
支
部
で
は
、
問
屋
町
内
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
万
日
達
成
（
達

成
予
定
日
２
０
２
５
年
３
月
14

日
）
に
向
け
、
本
調
査
結
果
を
参

考
に
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
て

い
く
。

営
を
担
っ
て
き
た
。
対
外
的
に
も

青
森
経
済
同
友
会
代
表
幹
事
や
青

森
県
交
通
安
全
協
会
会
長
な
ど
数

多
く
の
団
体
の
要
職
も
歴
任
し
、

地
域
経
済
全
体
の
牽
引
役
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
。

　
第
２
回
理
事
会
で
は
柳
谷
新
理

事
長
の
選
任
の
ほ
か
、
空
席
と
な

っ
た
副
理
事
長
の
選
任
も
審
議
さ

れ
、石
田
理
事（
㈱
ゆ
う
ネ
ッ
ト
）

が
選
ば
れ
た
。
柳
谷
理
事
長
、
佐

治
副
理
事
長
（
㈱
プ
リ
モ
）、
石

田
副
理
事
長
、
赤
坂
専
務
理
事
の

新
三
役
に
よ
る
舵
取
り
で
、
問
屋

町
の
更
な
る
躍
進
が
期
待
さ
れ

る
。

や
組
合
員
の
求
人
活
動
支
援
な
ど

で
問
屋
町
の
価
値
向
上
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

は
、
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種
の
陣
頭

指
揮
を
と
り
、
い
ち
早
い
接
種
を

実
現
さ
せ
る
な
ど
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
き
た
。
今
般
、
任

期
途
中
で
は
あ
る
が
、
自
身
の
市

長
選
出
馬
の
た
め
当
組
合
の
理
事

長
を
辞
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
柳
谷
新
理
事
長
は
２
０
１
２
年

に
当
組
合
の
理
事
に
就
任
、
２
０

１
３
年
７
月
か
ら
は
副
理
事
長
と

し
て
西
前
理
事
長
と
共
に
組
合
運

　
５
月
９
日
（
火
）
に
問
屋
町
会

館
１
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
第

２
回
理
事
会
に
お
い
て
、
西
前
理

事
長
の
退
任
に
伴
う
新
理
事
長
の

選
任
が
審
議
さ
れ
、
柳
谷
副
理
事

長（
㈱
マ
ツ
ダ
ア
ン
フ
ィ
ニ
青
森
）

が
新
理
事
長
に
選
任
さ
れ
た
。

　
西
前
理
事
長
は
、
２
０
１
４
年

２
月
か
ら
９
年
間
理
事
長
を
務

め
、
役
員
と
し
て
は
２
０
０
１
年

か
ら
23
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
問

屋
町
の
発
展
に
尽
力
。
団
地
再
整

備
の
推
進
や
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
の
立
ち
上
げ
、
健
康
事
業

第９代理事長　柳谷　章二　氏

　一
面
で
既
報
の
と
お
り
西

前
理
事
長
の
退
任
に
伴
う
正

副
理
事
長
の
変
更
が
あ
り
、

第
９
代
理
事
長
に
柳
谷
章
二

氏
、
新
副
理
事
長
に
石
田

憲
久
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
新
体
制
で
も
こ
れ

ま
で
同
様
、
組
合
員
の
支
援
に
つ

な
が
る
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
▼
さ
て
、
今
年
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
曜
日
の
並
び
も

よ
く
、
大
型
連
休
を
満
喫
し
た
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
青
森
港
に

は
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
も
寄
港
し
て
い

た
の
で
海
外
か
ら
の
観
光
客
も
見

受
け
ら
れ
、
観
光
地
は
ど
こ
も
賑

わ
って
い
ま
し
た
。
や
っ
と
こ
こ
ま
で

来
た
ん
だ
な
ぁ
と
嬉
し
く
思
い
ま

す
▼
そ
う
は
いっ
て
も
長
か
っ
た
コ
ロ

ナ
時
代
。
３
年
余
り
続
い
た
習
慣

は
な
か
な
か
抜
け
ま
せ
ん
。
マ
ス
ク

を
着
用
し
て
い
る
人
や
ア
ク
リ
ル
パ

ネ
ル
も
ま
だ
ま
だ
見
受
け
ら
れ
ま

す
し
、
手
の
消
毒
も
置
い
て
あ
る

と
つ
い
や
って
し
ま
い
ま
す
▼
２
０
２

０
年
市
区
町
村
別
平
均
寿
命
が
発

表
に
な
り
ま
し
た
が
、
青
森
県
は

残
念
な
が
ら
定
位
置
の
ワ
ー
ス
ト
１

位
。
し
か
も
全
国
市
区
町
村
の
ワ

ー
ス
ト
10
位
に
男
性
は
県
内
７
市

町
村
、
女
性
は
６
市
町
村
が
含
ま

れ
、
青
森
県
の
短
命
県
が
浮
き
彫

り
に
な
って
い
ま
す
▼
こ
の
要
因
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
が
ん
検
診
の
受
診

控
え
や
運
動
不
足
と
の
指
摘
も
あ

り
ま
す
。
今
ま
で
と
気
持
ち
を
少

し
切
り
替
え
て
、
旅
行
や
運
動
な

ど
に
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
で

す
ね
。
今
年
こ
そ
妻
を
デ
ィ
ズニ
ー

シ
ー
に
連
れ
て
行
か
な
い
と
（
笑
）

（
小
田
切
）

　
今
回
の
団
地
企
業
訪
問
は
、

㈱
マ
エ
ダ
の
前
田
社
長
に
お
話

を
伺
っ
た
。

　
同
社
は
、
菜
種
油
や
雑
穀
を

扱
う
マ
エ
ダ
雑
穀
店
と
し
て
昭

和
26
年
４
月
に
創
業
。
昭
和
53

年
に
㈱
マ
エ
ダ
百
貨
店
へ
、
平

成
11
年
に
㈱
マ
エ
ダ
へ
商
号
を

変
更
し
、
青
森
県
内
で
安
全
と

健
康
と
豊
か
な
食
生
活
を
実
現

す
る
小
売
業
と
し
て
、
お
客
様

の
た
め
、
従
業
員
の
た
め
に
進

化
を
続
け
て
い
る
。

　
「
当
社
は
、
お
客
様
の
住
居
に

近
い
エ
リ
ア
に
積
極
的
に
出
店

し
て
い
ま
す
。
高
齢
に
な
り
一

人
暮
ら
し
に
な
る
と
出
歩
く
こ

と
も
難
し
く
な
る
の
で
、
そ
の

よ
う
な
方
が
利
用
し
や
す
い
場

所
に
出
店
し
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。
店
舗
に
来
て
い
た
だ

い
た
ら
、
ぜ
ひ
惣
菜
を
手
に
取
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
和
惣
菜
は

厳
選
し
た
昆
布
や
鰹
節
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
い
、
一
番
出
汁
の
み
を
使

用
し
て
お
り
塩
分
が
少
な
い
の
が

特
徴
で
す
。
当

社
は
自
社
工
場

を
４
つ
運
営
し

て
お
り
、
商
品

の
仕
入
・
加
工

を
工
場
内
で
一

括
で
行
う
こ
と

に
よ
る
店
舗
人

員
の
省
力
化
や
コ
ス
ト
削
減
、
徹

底
し
た
温
度
管
理
と
衛
生
管
理
が

行
き
届
い
た
環
境
で
製
造
す
る
こ

と
で
鮮
度
の
良
い
安
心
・
安
全
で

お
い
し
い
商
品
、
新
鮮
な
商
品
を

提
供
す
る
と
い
っ
た
仕
組
み
を
作

っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
と
「
今
年
の
９
月
上
旬
に
は
問

屋
町
に
ス
ー
パ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
問
屋
町
周
辺
に
は
ス
ー
パ

ー
が
な
い
の
で
、
近
隣
住
民
の
方

や
問
屋
町
で
働
い
て
い
る
従
業
員

の
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
で

す
。
ま
た
今
後

は
小
規
模
店
舗

プ
チ
マ
ー
ト
の

出
店
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
た

い
で
す
」
と
力

強
い
。

　
同
氏
の
目
指
す
方
向
性
に
つ
い

て
は
「
今
後
も
会
社
が
存
続
す
る

よ
う
に
経
営
し
て
い
く
こ
と
が
一

つ
の
経
営
方
針
で
す
。
経
営
理
念

が
『
先
行
半
歩　
知
恵
を
出
せ　

力
を
惜
し
む
な　
行
動
せ
よ
』
で
、

半
歩
で
い
い
か
ら
努
力
を
す
る
よ

う
に
と
社
員
に
は
伝
え
て
い
ま

す
。
社
員
と
の
交
流
も
コ
ロ
ナ

禍
で
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

各
地
区
で
の
目
標
発
表
会
と
懇

親
会
を
今
年
か
ら
復
活
さ
せ
ま

す
」
と
話
す
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
話
が
及
ぶ
と

「
趣
味
は
山
登
り
で
す
。
む
つ
と

青
森
の
山
岳
会
に
所
属
し
て
い

て
、
週
１
回
、
年
間
50
回
ペ
ー
ス

で
登
っ
て
い
ま
す
。
仲
間
数
人
で

登
る
こ
と
も
あ
れ
ば
一
人
の
時
も

あ
り
ま
す
。
最
近
は
八
甲
田
山
に

よ
く
行
き
ま
す
。
青
森
県
も
近
隣

の
県
の
よ
う
に
登
山
道
が
も
う
少

し
整
備
さ
れ
れ
ば
い
い
な
と
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
笑
う
。

　
好
き
な
言
葉
は「
正
直
、親
切
、

愉
快
で
す
。
何
事
に
も
正
直
、
親

切
に
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
け
た

ら
い
い
で
す
ね
」
と
締
め
く
く
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　  （
72
歳
）

㈱マエダ
代表取締役社長

　
青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
が
会
員
を
対
象
に
２
０
２
２
年

度
の
交
通
事
故
実
態
調
査
を
実
施

し
、
そ
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
っ

た
。

　
全
１
４
３
社
か
ら
回
答
を
得
た

調
査
の
結
果
、
無
事
故
（
加
害
事

故
件
数
０
件
）
会
員
事
業
所
は
１

１
９
社
・
83
％
で
あ
っ
た
。
加
害

事
故
件
数
は
51
件
と
前
年
度
か
ら

５
件
減
少
、
被
害
事
故
も
前
年
度

か
ら
14
件
減
少
し
て
25
件
で
あ
っ

た
。

　
加
害
事
故
発
生
要
因
で
最
多
と

な
っ
た
の
は
「
前
方
不
注
意
」
の

18
件
で
、「
後
方
不
注
意
」、「
右

左
折
時
の
不
確
認
」
の
二
つ
も
含

め
る
と
確
認
不
足
を
要
因
と
す
る

事
故
が
全
体
の
75
％
を
占
め
る
結

果
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
事
故
発
生
時
期
の
調
査

で
は
、
最
多
月
と
な
っ
た
の
が
１

月
で
全
体
の
24
％
を
占
め
、
前
年

度
か
ら
７
％
増
加
。
１
月
の
大
雪

が
事
故
発
生
に
影
響
し
た
と
思
わ

れ
る
。

　
問
屋
町
内
に
お
け
る
事
故
発
生

箇
所
に
つ
い
て
は
、
回
答
い
た
だ

い
た
７
件
の
う
ち
１
件
が
交
差
点

問屋町内の交通事故発生箇所

交
通
事
故
実
態
調
査
ま
と
ま
る

安
協
問
屋
町
支
部







































































青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町

支
部
が
創
立
50
周
年
を
迎
え
る

前田　惠三 氏

団
地
企
業
訪
問

目
標
に
し
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
で
は

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
ホ
ー
ム
戦

に
限
り
問
屋
町
の
組
合
員
限
定
で

無
料
招
待
を
実
施
。
観
戦
希
望
の

　
問
屋
町
に
ク
ラ
ブ
オ
フ
ィ
ス
を

構
え
る
ラ
イ
ン
メ
ー
ル
青
森
Ｆ
Ｃ

は
、Ｊ
Ｆ
Ｌ
か
ら
Ｊ
３
へ
の
昇
格

を
目
指
し
て
奮
闘
中
で
あ
る
。
今

シ
ー
ズ
ン
は
昇
格
条
件
が
厳
し
く

な
り
、
年
間
順
位
２
位
以
内
、
ま

た
２
位
チ
ー
ム
は
Ｊ
３
の
チ
ー
ム

と
の
入
れ
替
え
戦
に
勝
利
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
同
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
は

新
青
森
県
総
合
運
動
公
園
内
の
カ

ク
ヒ
ロ
グ
ル
ー
プ
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

ス
タ
ジ
ア
ム
も
し
く
は
球
技
場
で

開
催
さ
れ
て
お
り
、
ホ
ー
ム
戦
の

１
試
合
平
均
入
場
者
数
２
千
人
を

方
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
専
用

サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ

く
か
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ン
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
問
屋
町
か
ら
Ｊ
リ
ー
グ
入
り
を

目
指
す
ラ
イ
ン
メ
ー
ル
青
森
Ｆ
Ｃ

に
、
ぜ
ひ
と
も
熱
い
声
援
を
送
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

申込サイトQRコード

ラインメール青森FC
©Rein Meer Aomori FC

新
理
事
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

ラ
イ
ン
メ
ー
ル
青
森
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ム
戦
ご
招
待






































































































































































柳
谷
副
理
事
長
を
新
理
事
長
に
選
任

第
２
回
理
事
会


